
学校番号 117 

平成３１年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 改訂 スタンダード生物（東京書籍） 

副教材等 フォトサイエンス生物図録（数研出版） ニューグローバル生物（東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業で扱った生物用語や生物現象の原理・法則性をきちんと理解する。その後、知識の定着・理解

度向上のために、問題集で問題演習を行う。定期考査前には、教科書や図表の該当ページを参照し、

発展的な知識も頭に入れておく。放課後や定期考査終了後の講習にも積極的に参加すること。 

 

２ 学習の到達目標 

毎時間の授業内容をしっかり理解し、身近な生命現象に興味をもつようになる。課題や小テストな

どの繰り返し学習を行い、基本の定着を徹底する。入試レベルの問題にも取り組み、身近な生命現

象と入試問題が結びついて考えられるようになる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら生

物や生物現象の関係

に関心をもち、意欲的

に探究しようとする

とともに、生物の共通

性と多様性を常に意

識するなど、科学的な

見方や考え方を身に

付けている。 

生物や生物現象の中

に問題を見いだし、探

究する課程を通して、

事象を科学的に考察

し、導き出した考えを

適切に表現している。 

生物や生物現象に関

する観察、実験など

を行い、基本操作を

習得するとともに、

それらの過程や結果

を的確に記録、整理

し、自然の事物・現

象を科学的に探究す

る技能を身に付けて

いる。 

生物や生物現象につ

いて、基本的な概念

や原理・原則を理解

し、知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

  

（ 生
命
と
物
質 

生体物質と細胞 ○ ○ ○  a:生物を構成する物質や基本

単位である細胞に関心を持ち、

意欲的に探究しようとする。 

b: 細胞小器官や細胞の働きに

おいて生物の共通性と多様性

を考察し、導き出した考えを表

現している。 

c: 顕微鏡操作を習得し、ミク

ロメーターを使って測定がで

きる。実験過程や結果を的確に

記録、整理している。 

d:細胞内外で行われている現

象やタンパク質のはたらきに

ついて理解し、知識を身につけ

ている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 

生命現象とタンパク質    ○ 

代
謝 

呼吸 ○ ○ ○ ○ a:生命活動の基本となる代謝

について関心を持ち、意欲的に

探究しようとする。 

b:代謝に伴うエネルギーの移

動について、生物の共通性と多

様性を考察し、導き出した考え

を表現している。 

c:クロマトグラフィー、脱水素

酵素の反応、アルコール発酵に

関する手順を習得するととも

に、実験過程や結果を的確に記

録、整理している。 

d:代謝のしくみとそれに伴う

エネルギーの移動を理解し、知

識を身につけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 炭酸同化 ○ ○ ○ ○ 

窒素同化 ○ ○   

遺
伝
現
象
と
物
質 

遺伝情報とその発現 ○   ○ a:生物の遺伝子発現が複雑に

調節されていることについて

関心を持ち、病気や健康などと

関連付けて意欲的に探究しよ

うとする。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワ

ークシート 

観察・実験 



２
学
期 

 

遺伝子の発現調節 ○    b:バイオテクノロジーの利用

によって生じる成果や課題を

考察し、導き出した考えを表現

している。 

c:遺伝子を扱った技術につい

て、その原理や手順を理解して

いる。 

d:ＤＮＡの構造、セントラルド

グマについて理解し、知識を身

につけている 

定期考査 

 

バイオテクノロジー  ○ ○  

有
性
生
殖 

減数分裂と受精   ○ ○ a:動植物の多様性が起こる要

因について関心を持ち、意欲的

に探究しようとする。 

b:遺伝子の連鎖、組換えと分配

によって遺伝子の組み合わせ

が多様になることを、例題を通

して考察し、表現している。 

c:減数分裂を観察できる試料

を理解し、手順を習得するとと

もに、実験過程や結果を的確に

記録、整理している。 

d:さまざまな生殖方法、減数分

裂の過程、遺伝子が連鎖し組換

えがおきることを理解し、知識

を身につけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 

遺伝子と染色体 ○ ○  ○ 

３
学
期 

動
物
の
生
殖
と
発
生 

動物の配偶子形成と受精 ○   ○ a:受精卵から成体がつくられ

るしくみについて関心を持ち、

意欲的に探究しようとする。 

b:動物の初期発生において、細

胞内のさまざまなタンパク質

やｍＲＮＡの複合的な濃度勾

配が、核の中のＤＮＡの発現に

影響を与えていることが考察

できている。 

c:発生過程を解明するために

行われてきた実験について、そ

の目的、方法、結果を理解し、

得られた考察を整理できてい

る。 

d:動物の配偶子形成過程およ

び初期発生の過程を理解し、知

識を身につけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 

初期発生の過程 ○  ○ ○ 

動物の細胞の分化と形態形

成 

 ○   

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 



 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


